
（様式第４号） 

平成２８年度 第１回八幡浜市入札監視委員会 議事概要 

 

開催日時及び場所 
平成２８年７月２８日（木） 午後１時３０分から２時４５分 

八幡浜市役所 八幡浜庁舎 ３階 庁議室 

出席委員の氏名及び職業 

委員長  土居 修身（愛媛大学社会連携推進機構 教授） 

委 員  中平 幸作（愛媛県建設技術支援センター 事務局長） 

委 員  山本 憲世（伊予銀行 八幡浜支店長） 

審議対象期間 平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日 

抽出案件  ５件（別紙のとおり） （備考） 

委員長の指名により、中平委

員が案件を抽出 
一般競争入札 １件 

指名競争入札 ３件 

随意契約 １件 

委員からの意見・質問と 

それに対する回答等 

意見・質問 回答 

 

 

 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 別紙のとおり 

 

委員会意見の内容 

 

 

 

 

審議の結果、委員からの意見具申なし。 



別紙 

抽出事案一覧表 

№ 件 名 入札方式 

１ 

 

２７国補学建委第２４号－１ 

愛宕中学校第１校舎耐震改修建築主体工事 

 

一般競争入札 

２ 

 

２７国補学建委第２２号－３ 

八代中学校本校舎耐震改修機械設備工事 

 

指名競争入札 

３ 

 

２７港市単第４号 

八幡浜港内港浚渫工事 

 

指名競争入札 

４ 

 

土総第１号 

八幡浜市建設残土処理場築造工事（その１） 

 

指名競争入札 

５ 

 

平成２７年度 定期修繕工事 

（八幡浜南環境センター） 

 

随意契約 



別紙       

平成２８年度 第１回八幡浜市入札監視委員会 審議概要  

意見・質問 回 答 

１．２７国補学建委第２４号－１ 

愛宕中学校第１校舎耐震改修建築主体工事 

 

・３社以上あれば競争性はあるという考えか。 

 

 

・Ｂ等級の業者での施工は難しいのか。 

 

 

 

 

 

 

・Ａ等級が２社しかいなかった場合はＢ等級を

入れるのか。 

 

 

 

・価格のみで判断する一般競争入札を行ってい

るが、総合評価落札方式の導入は考えていない

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総合評価落札方式では、市内業者に対し「地

域性」という持ち点を持たせることできる。 

対外的な説明は難しいと思われるが、総合評価

落札方式の導入を前向きに検討してほしい。 

 

 

 

・そうです。 

 

 

・基本的には、八幡浜市建設工事請負業者選定

要綱に基づき、設計工費に応じた業者を選定し

ており、設計金額５０００万円以上の建築工事

についてはＡ等級。特殊な事情がある場合に

は、Ｂ等級も含めて検討する。 

 

 

・過去の工事実績や施工管理能力、工種などか

ら業者を選定し、競争参加資格審査会にて審議

する。 

 

 

・当市においても、過去に１～２件ほど総合評

価落札方式による入札の事例があり、また検討

も続けてきた。当市では、市内業者で施行可能

な工事は市内業者へ発注する方針であり、市外

業者を含めての総合評価落札方式の場合、より

高い技術力を持った市外業者が有利になる傾

向がある。今後は特別な工事で市外業者を条件

に入れる際に総合評価落札方式を採用するか

を検討したい。 

 

 

・今後検討していきたい。 

 

 

 



・本来であれば、一般競争入札は競争性が高く、

指名競争入札よりも落札率は低くなるはずだ

が、高くなっている。 

市外業者を入れて総合評価落札方式を行うな

ど、市内業者を考慮しつつ条件の付け方を工夫

する等して競争性を保つ方法を検討してほし

い。 

 

 

 

２．２７国補学建委第２２号－３ 

八代中学校本校舎耐震改修機械設備工事 

 

・工事業者リストにある点数とは何か。 

 

 

 

 

・遂行能力を示すものなのか。 

 

 

 

 

・入札への影響はあるのか。 

 

 

 

 

・管工事については、常に指名している７社で

の入札になるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・当市の基準で設けた総合数値である。経営規

模等評価結果通知書の点数をもとに市独自の

計算式により算出している。 

 

 

・加点要素や過去の入札参加資格停止といった

減点要素を組み入れた点数であり、高い方が技

術力や過去の実績が優秀ということになる。 

 

 

・入札への影響はない。Ａ・Ｂ・Ｃ等級の格付

けを行う際にこの点数をもとに区分けをして

いる。 

 

 

・管工事については原則、設計金額５００万円

以上の工事はＡ等級にあたり、今回の７社とな

る。また、５００万円未満については、Ｂ等級

となり１０社となる。 

 

 

 

 



３．２７港市単第４号 

八幡浜港内港浚渫工事 

 

・この浚渫工事は数年に一度の割合で定期的に

行っているのか。 

 

 

・落札率が高いのはなぜか。  

 

 

 

 

 

・台船を使っての工事か？ 

 

 

 

４．土総第１号 

八幡浜市建設残土処理場築造工事（その１） 

 

・入札結果調書の中で、１社が無効となってい

るのはなぜか。 

 

 

・内訳書が無くても入札は成り立つのではない

か。 

 

 

 

 

・地域高規格道路のトンネル建設残土の処理場

となるのか。 

 

 

・落札率が 85.1％と低いのはなぜか。 

 

 

 

 

・定期的に行うわけではなく、調査により必要

性が生じた場合に行う。 

 

 

・作業条件が悪いこと、機材の運搬等、当初設

計では計上していなかった費用を要したこと

が理由であると考えられる。 

 

 

 

・陸上からの工事である。 

 

 

 

 

 

 

・入札の際に、工事費内訳書が同封されていな

かったため。 

 

 

・積算を行った証明として、入札書と併せて提

出するよう義務付けている。予定価格を事前公

表しているため、積算をきちんとしてもらうた

め内訳書を提出してもらっている。 

 

 

・そうです。 

 

 

 

・工事場所が広く障害物がないためではないか

と思われる。 



５．平成２７年度 定期修繕工事  

  （八幡浜南環境センター） 

 

・建設時の施工業者で行っているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・建設の際に、保守も含めての契約は結ばなか

ったのか？ 

 

 

 

 

・現在は保守も含めた契約を行っていることが

多いと思うが、今後は行う予定はあるのか？ 

 

 

 

・総合評価落札方式、電子入札等の様々な話が

でたが、行政においては内容を十分吟味した上

で検討する姿勢を継続してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特殊な機械設備であるため、施工業者による

修繕としている。 

主な理由としては、建設時の施工業者と異なる

業者が修繕を行った場合、不具合が生じたとき

や通常業務に支障をきたした場合の問題も発

生する恐れがあることから、当初の施工業者に

よる修繕とせざるを得ない。 

 

 

・保守を含んだ長期契約は当時ほとんどしてな

く、機械等は使用状況により修理の度合いが異

なるため、業者としても費用の算定が難しいの

ではないか。 

 

 

・システム導入等については、保守も含めた契

約を行っている。今後は必要と思われるものに

ついては、保守を含めた契約を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


